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 論文内容要旨1.

き

 .、ントテン酸は。.Aの構成要素として生体に寿げる炭水イヒ物の酸イ胆程庭火1べからぎるも!i

l
,

 のであることは嫡鱈も加力穣都先きにカロ令と欺血躯ンけン酸磁少すること4
 泌妊婦の血中パントテン酸レベルの低下が遊離のパントテン酸猟姻復しえ帆とll
 を見出し,これらのことからパンテセインレベル以上の結合型パントテン酸の重要注を認めて来

 たol l・
・

 M-i七e'・iらも  実験により・組織の老化噛C・A量嚇を防ぐ /.
 遊離のパントテン酸投与よりもパンチシン(バンテセインの酸化型)投与の方が有効であるとの1

ガ

 ペている。1
 ヒトが摂取する食品のパントテ囎有睡に関して即956年のZ・・吻業績があ碗.

 彼の成績照本邦人の摂取する食蘇ついての需己載醐的ない・/

琶
/

 第1報本邦食品中のパントテン酸含有量ll/
警

 著者は第1報にかいて,本邦人の摂取する主要食品の遊離型パントテン酸と結合型パントテン裂聾

 酸を微生物定量法によって測定した。即ち,試料を腸フォスファターゼのみで酵素分解して定量/

影

 した値を遊離型パントテン酸(この中にはイフオスフオパントテン酸が含まれる)とし・これに1ぐ
1.

 ニワトリの肝アセトン紛来を加えて分解し定量した値を総パントテン酸とし,総パントテン酸と/ ぢ

 遊離パントテン酸の差をもつて結合型パントテン酸とした。結合型パントテン酸には,パンテシll

垂

 ソ,イフオスフオパンテシン,デフオスフオGo4およびσoAが含まれる。成績の概要は次の1

 捕りであ為1
 ,繋鷺離離縦し簾愛⊇灘簾麟糊賑ξ
 卵・乳類は概して高舗であるが・とぐに肝に臨合型が多い・卿麟味に多く・白味には殆i
 んどない。魚介類で遊離型の含量の高いものは・イワシ,サバ,カキ,ニシン,アワビ・タラ子ド

 ウナギで,結合型に富むものには,イワシ,サバ,ニシン,アワビがある。野菜類ではネギ,二・

 ンニ客ニラ,カリフラワーたどが結合型を多く含んでいる。

 第2報農漁村住民のパントテン酸摂取量

 第1報の資料をもとにして略和34年の春夏秋冬の4回,宮城県内の水田単作農村と漁村住民
 一106一
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 のパントテン酸摂取量を計測した。方法は両地区からそれぞれ50余世帯をえらび,各季に連続

 5日間の食物摂取量を調査して,成人1人1日当りのパントテン酸摂取量を遊離型と結合型に分

 けて求めた。成績は次の通りである。

 1・遊離型パントテン酸摂取量は両地区とも58～5.5昭/臼で差を認めない占季節的には秋

 の摂i取i母が最高であった0

 2.結合型パントテン酸は漁村住民の方がより多く摂取してむり,とくに秋と冬の2季で農村

 住民との差は有意である。

 こ食品群男1摂取量をみ・ると,遊離型パントテン酸は両地区ともその50～60%を穀類かよ

 び野菜類から摂っている。次いで,農村で卵・豆,漁村で魚よりの摂取が多い。一方,結合型パ

 ントテン酸の主な供給源は,農村では野菜・魚介・豆類となっているに対し,漁村では魚介類に

 その大半を仰いでいる。そしてこの傾向はとくに冬季において著明である。又秋季の漁村でさつ

 まいもからの結合型パントテン酸の摂取量も見逃すことができない。

 パントテン酸のCoAへの生合成の機構から考えて,Bi,B2など他のB群ビタミンに相当す

 るものは遊離のパントテン酸ではな<,パンテセイン1パンチシン)であろうと推察される。肝

 に赴いても遊離のパントテン酸からパンテセインを生合成する機能が,若し加令と共に衰えるとす

 れば,組織のGoAレベルを維持するには遊離のパントテン酸を・供給するよりもパンテセインレ

 ベル以上の結合型パントテン酸を供給することの方が,より効果的であろうと考えられる。複雑

 な生体機能に沿いて,ひとりパントテン破のみが主要左役割を演じているわけではないが,著者

 の調査した地区にむいて漁村住民の摂取する結合型パントテン酸が農村住民のそれよりかなり多

 いということ,このことが農村にぐらべて当該漁村に高令者の多いことと多少の関連のあること

 が推察盛れる。
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